
  
 
 
 
 
  
  

  

 

私が心理臨床を学んだ I 教授の助言の一つは、「自分にあるこれまでの経験を生かしていくことが大切

では」という言葉です。私は教員時代の専門が美術（図画工作）でしたから、絵画という表現を臨床心

理の仕事に生かしていこうと考えました。 

絵画には、表現の喜びや、取り組みが精神的安定につながる良さがありま

す。想像もつかない不思議な表現が見られることがあり、なぜこんな描き方

になるのだろうと考えると、そこには、その人の成育歴やその時の悩みや喜

びなどが表現されていることが分かることもあります。驚くような絵画表現

をする人の深層を分析していくことも、絵画の可能性だと感じました。 

上の絵は、ある子どもが描いた家族画です。この

絵からは、お父さん、お母さんとの距離や関わりが

感じられ、その子の想いも伝わってきます。 

絵画の臨床経験が、その後の研究に発展し、やが

て、バウムテストの性格診断の参考になる研究につ

ながっていきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当相談室で実施してきた心理療法（１）絵画療法 
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大阪府中小企業家同友会の支部のセミナーで 

お話しさせていただきます。 

〇日時 12 月 20 日（水） 18：15～ 

〇会場 AP 大阪茶屋町 ルーム G 

皆様に参考にしていただける話ができればと思っ

ています。 
 


